












第１次計画において、本市では目指すべき環境像を『人と自然が共生するま

ち』とし、各種取組を進めてきました。

この実現のため、施策ごとに「環境目標」を定め、実現の手段として「主体別

取組」を設定し、「数値目標」による目標管理を行うことで施策の進捗状況を評

価してきました。第１次計画に基づくこれまでの取組状況について、令和元

（2019）年度における達成状況は以下のとおりです。

本市のこれまでの取り組み

3 本市のこれまでの取り組み

現状（2019年度)における達成状況の評価

◎：2019年度の目標を達成している。
△：2008年度より改善しているが、目標には至っていない。
×：2008年度より悪化している、もしくは変化なし。

分野 指数総数
評価 達成・

改善率◎ △ ×

施策 37件 20件 7件 10件 73％

数値目標の達成状況

詳細については、「参考資料ｐ63-66」を参照。
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山門高校、高田中学校ワークショップ結果報告

山門高校 ワークショップ（私たちの目標）

・自分の無駄な行動を改める。自転車や公共交通機関を利用。車はエコカーを購入する。

・歩き、自転車等といったCO2を排出しない手段での通学をこころがける。

・３Ｒショップをつくる!!。クリーンエネルギーで電気余剰をＵＰ↑↑

・使わなくなった服をすぐに捨てず、使えそうな服は譲る。

・再生紙を利用する。ハイブリット車の購入。リサイクル。

・必要な物しかかわない!!。使えなくなるまで使う!!

・どこか行くときは、できるだけ自転車を使う！

・ポイ捨てをせず、ゴミ拾いを心がける。

・近場は車を使わず、自転車で移動する。

・エコバッグを持参するようにする。

・公共交通機関、自転車を利用する。

・CO2排出量を意識して節電する。

・裏紙を使ってメモ・計算する。

・短距離移動は自転車or歩き

・ゴミを見つけたら拾う。

・買う前によーく考える!!

高田中学校 ワークショップ（私たちにできること）

・食べ物をムダにしない（フードロス）

⇒食べられる量にする ⇒ 地元の物

・クーラーの温度を一度上げる。

・冷蔵庫を開けすぎない。

・ゴミをできるだけ出さない。

・なるべく買い物袋を買わないようにする。

・電気の無駄づかいを減らす。

・節電、節水。

・皆が、地球環境問題について理解する。

・ゴミを分別。

・環境問題に対して自分ができる範囲での

取り組み、キャンペーンを進めていく

・ゴミを減らす取り組み

パッケージを減らす売り方
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